
様式第６号（第１７条） 

会　　議　　録 

(４－１) 

 

 会議の名称 令和８年度第１回春日部市放課後こども教室運営委員会

 
開　催　日　時 令和８年７月１７日(金)

開　会 午前１０時００分

 閉　会 午前１１時３０分

 開　催　場　所 市役所２階　２０３会議室

 議長(委員長等)氏名 山田　鋭生

 
出 

 

 

席 

 

 

者 

委員氏名
(出席人数:９人)松田　洋子、田中　良司、木村　浩、新田　哲二、田中

 あんず、平尾　典子、比嘉　里奈、山田　鋭生、白浦　充奈

 説 明 者 

そ の 他  
 

事 務 局

(出席人数:４人)

 こども未来部長　森田　温美

 こども未来部次長兼こども育成課長　冨賀　健一

 こども育成課放課後児童クラブ担当主査　高橋　弘道

 こども育成課放課後児童クラブ担当主任　飯田　奈津美

次第及び公開、一部

公開、非公開の区分

開会、選任書交付、あいさつ、自己紹介、委員長・副委員長選出 

議事１　令和７年度及び令和８年度の放課後こども教室実施状況

について：公開 

議事２　春日部市放課後こども教室推進事業の課題について 

：公開 

議事３　その他：公開 

閉会

 一部公開・非公開の 

場合はその理由

非公開部分なし

 

配　布　資　料

資料１　春日部市放課後こども教室運営委員会委員名簿 

資料２　春日部市放課後こども教室運営委員会要綱 

資料３　春日部市放課後こども教室運営の手引き 

資料４　令和７年度放課後こども教室実施状況 

資料５　令和８年度放課後こども教室実施状況（１学期分） 

資料６　春日部市放課後こども教室推進事業の課題について

 

会議録の作製方法

□　録音テープ等を使用した全文記録

 ■　録音テープ等を使用した要点記録

 □　要点記録

 

会議録署名の指定

会議録の署名は、委員長が行うものとする。ただし、委員長が不

 在その他の理由によりやむを得ないと認められる場合は、副委員

 長又は事前に委員長から指名された委員が、署名を代行できるも

 のとする。



（４－２） 

 発　言　者　 発言内容　・　決定事項

 事　務　局　 

 

 

 

 

 

こども未来部長 

（市長代理） 

 

こども未来部長 

（市長代理） 

 

委員・事務局 

 

仮　議　長 

議　　　長 

 

 

議　　　長 

 

 

 

事　務　局 

 

議　　　長 

 

 

 

事　務　局 

 

議　　　長 

 

委　　　員 

 

 

事　務　局 

 

委　　　員

１　開会 

９名の出席があり、春日部市放課後こども教室運営委員会要綱

第６条第２項の定める定足数に達していることの報告。 

会議公開制度に基づき、議事の全てを公開とし、傍聴者数５名以

内とすることの報告。 

 

２　選任書交付 

 

 

３　あいさつ 

 

 

４　自己紹介 

 

５　委員長及び副委員長の選出 

《委員の互選により、委員長に山田委員を選出。》 

《委員の互選により、副委員長に平尾委員を選出。》 

 

６　議事 

議事１「令和７年度及び令和８年度の放課後こども教室実施状

況について」事務局から説明をお願いします。 

 

（資料２～５より事務局から説明） 

 

ただいまの説明につきまして、ご質問等はございますか。 

無いようですので、議事２「春日部市放課後こども教室推進事業

の課題について」事務局から説明をお願いします。 

 

（資料６より事務局から説明） 

 

ただいまの説明につきまして、ご質問等はございますか。 

 

課題に人材確保についてとありますが、今年度これから実施す

る学校に関することでよろしいでしょうか。 

 

すでに実施している学校を含め、全体的な課題となっています。 

 

武里小ではボランティアとして、地域の方や保護者の方に加え

て２学期から武里中の生徒が参加予定です。 



（４－３） 

 発　言　者　 発言内容　・　決定事項

 委　　　員 

 

 

 

事　務　局 

 

 

 

 

委　　　員 

 

 

 

 委　　　員 

 

 事　務　局 

 

 

委　　　員 

 

 

 

 

委　　　員 

 

 

 事　務　局 

　 

  

 委　　　員 

 

 

 

　　委　　　員 

 

 

委　　　員

放課後こども教室が持続するには、コーディネーターの育成を

したり、学校の教職員に放課後こども教室の内容を周知徹底をす

ることが必要ではないでしょうか。 

 

コーディネーターの育成については、１年で交代する学校もあ

りますので難しい面もありますが、事務局としては各学校の実行

委員会に出席して、引き続きサポートしていきたいと考えていま

す。 

 

教職員は放課後に会議等で多忙のため、1 人でも良いので放課後

こども教室の担当者を決めて対応をお願いするなど、こちらも放

課後における教職員の状況を理解することが必要だと思います。 

 

コーディネーターになれる条件はありますか。 

 

特に条件はありませんが、ＰＴＡや自治会関係者の方がコーデ

ィネーターをしています。 

 

ＰＴＡが入らないと、どうにもならない部分はあると思います。 

参加者の集約や保険料の集金などです。また組織の内容を把握し

ていて、段取りが分からないとコーディネーターは出来ないと思

います。 

 

素晴らしい内容の放課後こども教室については評価し、展開し

ていくべきではと思います。 

 

コーディネーター間における情報交換の機会を設け、そのよう

な教室の取り組みを他の教室に広めていきたいと思います。 

 

内牧小では、放課後に、こども達を喜ばせたいと思い、放課後こ

ども教室を実施していました。難しいことを考えなくて良いので 

はないでしょうか。 

 

最初の文科省の考えである、安心安全な居場所作りで良いと思

います。 

 

安心安全なだけでなく、様々なことを体験する機会を設けた方

が良いと思います。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４－４） 

 発　言　者　 発言内容　・　決定事項

 　議　　　長 

 

 

 

事　務　局 

 

議　　　長 

 

 

 

 

 

 

他に、ご質問等はございますか。 

無いようですので、議事３「その他」について事務局から説明

をお願いします。 

 

次回の運営委員会の日程については、改めてご連絡いたします。 

 

ただいまの説明につきまして、ご質問等はございますか。 

無いようですので、以上で議事を終了します。 

 

７　閉会 

 議事の顛末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。 

　　　　 

令和８年８月１６日 

 

署名者の職・氏名　委員長　山田　鋭生




